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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
少なくとも１種の酸化剤と、少なくとも１種のポリアルコキシル化ポリアルキレンポリア
ミン、少なくとも１種のポリアルコキシル化ポリエチレンイミン又はそれらの混合物を含
んでなる化合物の反応生成物を含んでなる組成物であって；
少なくとも１種のポリアルコキシル化ポリアルキレンポリアミンは構造式Ａ

【化１】

により示され、そして少なくとも１種のポリアルコキシル化ポリエチレンイミンは構造式
Ｂ

【化２】

により示され、式中
ｎは０－２０の整数を示し；
Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6及びＲ7はそれぞれ個別に水素、Ｃ1－Ｃ6アルキル基、－
ＣＨ2－ＯＨ基又は－（ＡＯ）x－Ｒ8基を示し；ここで、ｎが０である場合にはＲ1、Ｒ2
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、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ6及びＲ7のうち少なくとも１つが－（ＡＯ）x－Ｒ8基であることを条件と
して、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6及びＲ7のうち少なくとも１つが－（ＡＯ）x－Ｒ8

基であり；
ＡＯは、エチレンオキシド（“ＥＯ”）、プロピレンオキシド（“ＰＯ”）、ブチレンオ
キシド（“ＢＯ”）又はそれらの混合物から選ばれるアルキレンオキシド基を示し、ここ
でＡＯ中の他のアルキレンオキシドに対するＥＯの相対的なモル量は合計のゼロパーセン
トから５０パーセント未満であり、且つここでＥＯ及びＰＯ基の数の合計は２５を超え；
ｘは１－１００の整数を示し；
Ｒ8は水素又はＣ1－Ｃ6アルキル基を示し；
－（ＥＩ）y－は直鎖又は分枝鎖構造における繰り返しエチレンイミン単位を示し；
ｙは５－１００の整数を示し；そして
繰り返しエチレンイミン単位当たりの（ＡＯ）x－鎖の相対的な数は０．１－１．０であ
る、組成物。
【請求項２】
反応生成物が、エチレンジアミン、ジエチレントリアミン、トリエチレンテトラミン、テ
トラエチレンペンタミン、ペンタエチレンヘキサミン、プロピレンジアミン、ジプロピレ
ントリアミン、トリプロピレンテトラミン、テトラプロピレンペンタミン、ペンタプロピ
レンヘキサミン、Ｎ，Ｎ－ジメチルエチレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ジメチルエチレンジア
ミン、Ｎ，Ｎ－ジメチルプロピレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ジメチルプロピレンジアミン、
Ｎ，Ｎ－ジエチルエチレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ジエチルエチレンジアミン、Ｎ，Ｎ－ジ
エチルプロピレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ジエチルプロピレンジアミン又はそれらの混合物
から誘導される酸化物である、請求項１の組成物。
【請求項３】
少なくとも１種の酸化剤が、過酸化水素、過ギ酸、過酢酸、過安息香酸、クロロペルオキ
シ安息香酸、モノペルフタル酸（ｍｏｎｏｐｅｒｐｈｔｈａｌｉｃ　ａｃｉｄ）、過硫酸
、酸素分子、オゾン又はそれらの混合物より成る群から選ばれる、請求項１の組成物。
【請求項４】
少なくとも１種の酸化剤と、少なくとも１種のポリアルコキシル化ポリアルキレンポリア
ミン、少なくとも１種のポリアルコキシル化ポリエチレンイミン又はそれらの混合物を含
んでなる化合物の反応生成物が、６より多い炭素原子を有する直鎖状もしくは分枝鎖状ア
ルキル基を含まない請求項１の組成物。
【請求項５】
水性コーティング組成物及び請求項１の組成物を含んでなる水性組成物。
【請求項６】
水硬セメント質組成物中の空気の連行に有効な少なくとも１種の薬剤をさらに含んでなる
請求項１の組成物であって、少なくとも１種の薬剤が高級トリアルカノールアミン、リグ
ノスルホネート、スルホン化ナフタレンホルムアルデヒド縮合物、スルホン化メラミンホ
ルムアルデヒド縮合物、オキシアルキレン含有高性能流動化剤、オキシアルキレン含有収
縮低減剤又はそれらの混合物を含んでなる組成物。
【請求項７】
水硬セメント質結合剤及び請求項１の組成物を含んでなる組成物。
【請求項８】
水硬セメント質組成物中の空気の連行に有効な少なくとも１種の薬剤及び請求項１の組成
物を含んでなる、水硬セメント質組成物の修正のための組成物であって、少なくとも１種
の薬剤が高級トリアルカノールアミン、リグノスルホネート、スルホン化ナフタレンホル
ムアルデヒド縮合物、スルホン化メラミンホルムアルデヒド縮合物、オキシアルキレン含
有高性能流動化剤、オキシアルキレン含有収縮低減剤又はそれらの混合物を含んでなる組
成物。
【請求項９】
さらに硬化加速剤、硬化遅延剤又はそれらの混合物を含んでなる、請求項１の組成物。
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【請求項１０】
液体水性コーティング組成物として表面に適用され、乾燥を許されると表面上にコーティ
ングを形成するように働く結合剤材料、及び、請求項１の組成物を含んでなるコーティン
グ組成物。
【請求項１１】
水性組成物に請求項１の組成物を加えることを含んでなる、水性組成物中の空気の性質を
修正するための方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　　　　　　　　　　　　　　　　発明の分野
　本発明は、水性組成物中の空気の修正（ｍｏｄｉｆｙｉｎｇ）剤、そしてさらに特定的
に、塗料、シーラント、コーティング、コンクリート、モルタル、石材又は他の水性組成
物のような水性系内において比較的広いｐＨ範囲に及んで空気含有量及び質を制御するた
めのポリアルコキシル化ポリアミンオキシドに基づく新規な種類の空気管理（ｍａｎａｇ
ｅｍｅｎｔ）組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　　　　　　　　　　　　　　　　　発明の背景
　水硬（ｈｙｄｒａｔａｂｌｅ）セメント及びコンクリートのような水性環境内における
空気含有量及び質を修正するためのアミン脱泡剤の使用は既知である。
【０００３】
　本明細書の共通譲受人が所有する特許文献１において、Ｋｕｏはセメント質組成物中の
空気の制御のための添加剤組成物を記載しており、その組成物ではアルカノールアミン化
合物のようなある種の空気連行（ａｉｒ－ｅｎｔｒａｉｎｉｎｇ）剤、オキシアルキレン
含有減水剤又は可塑剤及び他の薬剤と組み合わされたポリアルコキシル化ポリアルキレン
ポリアミン脱泡剤が用いられる。特許文献１においてＫｕｏは、これらの化合物がセメン
ト及びコンクリート混合物中で用いられる空気連行性添加剤の安定性を向上させるが、脱
泡性添加剤の有効性を削減することはないと説明した。
【０００４】
　本発明は、広いｐＨ範囲に及ぶ適用性の故にセメント、モルタル、石材及びコンクリー
トのような水性系において、ならびに塗料、ラテックス及びエマルション（例えばポリマ
ーラテックス又はエマルション）、プライマー、シーラント、接着剤、マスチック及び他
のような水性組成物中で高度に安定且つ有効な新規且つ予期に反した脱泡剤を見出すため
の継続的な挑戦の追及を反映している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】米国特許第８，１８７，３７６号明細書
【発明の概要】
【０００６】
　　　　　　　　　　　　　　　　　発明の概略
　本発明は、塗料、プライマー、シーラント、接着剤、マスチック及び他の水性組成物の
ような、ならびにまたセメント、コンクリート、モルタル及び石材組成物のような水硬セ
メント質組成物を含む水性組成物中の空気の含有量及び質を修正するための新規な組成物
及び方法を提供する。
【０００７】
　本発明者等は、驚くべきことに、酸化ポリアルコキシル化ポリアミンの使用がセメント
又はコンクリート組成物のような水性環境において有益な空気離行性（ｄｅｔｒａｉｎｉ
ｎｇ　ｃｈａｒａｃｔｅｒｉｓｔｉｃｓ）を与えることを見出した。アルキルアミンオキ
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シド界面活性剤は、他の場合には典型的に空気を離行するのではなくて連行するので、こ
の振る舞いは予期に反している。ポリアルコキシル化ポリアミンオキシドは、水性系にお
いて例外的な安定性及び溶解性を与え、中性及び高ｐＨ（＞７）環境を含む広いｐＨ範囲
に及んで通常のコンクリート混和剤（ａｄｍｉｘｔｕｒｅｓ）と一緒に用いられる時に優
れた相溶性を示す。
【０００８】
　本発明の代表的な組成物は、少なくとも１種の酸化剤と、少なくとも１種のポリアルコ
キシル化ポリアルキレンポリアミン、少なくとも１種のポリアルコキシル化ポリエチレン
イミン又はそれらの混合物を含んでなる化合物の反応生成物を含み；少なくとも１種のポ
リアルコキシル化ポリアルキレンポリアミンは構造式Ａ
【０００９】
【化１】

【００１０】
により示され、そして少なくとも１種のポリアルコキシル化ポリエチレンイミンは構造式
Ｂ
【００１１】

【化２】

【００１２】
により示され、式中Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6及びＲ7はそれぞれ個別に水素、Ｃ1－
Ｃ6アルキル基、－ＣＨ2－ＯＨ基又は－（ＡＯ）x－Ｒ8基を示し；ＡＯはエチレンオキシ
ド（“ＥＯ”）、プロピレンオキシド（“ＰＯ”）、ブチレンオキシド（“ＢＯ”）又は
それらの混合物から選ばれるアルキレンオキシド基を示し、ここでＡＯ中の他のアルキレ
ンオキシドに対するＥＯの相対的なモル量は合計量のゼロパーセントから５０パーセント
未満であり、且つここでＥＯ及びＰＯ基の数の合計は２５を超え；ｎは０－２０の整数を
示し；ｘは１－１００の整数を示し；Ｒ8は水素又はＣ1－Ｃ6アルキル基を示し；－（Ｅ
Ｉ）y－は直鎖又は分枝鎖構造における繰り返しエチレンイミン単位を示し；ｙは５－１
００の整数を示し；そして繰り返しエチレンイミン単位当たりの－（ＡＯ）x－鎖の相対
的な数は０．１－１．０である。
【００１３】
　本発明の代表的な態様において、反応生成物はエチレンジアミン、ジエチレントリアミ
ン、トリエチレンテトラミン、テトラエチレンペンタミン、ペンタエチレンヘキサミン、
プロピレンジアミン、ジプロピレントリアミン、トリプロピレンテトラミン、テトラプロ
ピレンペンタミン、ペンタプロピレンヘキサミン、Ｎ，Ｎ－ジメチルエチレンジアミン、
Ｎ，Ｎ’－ジメチルエチレンジアミン、Ｎ，Ｎ－ジメチルプロピレンジアミン、Ｎ，Ｎ’
－ジメチルプロピレンジアミン、Ｎ，Ｎ－ジエチルエチレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ジエチ
ルエチレンジアミン、Ｎ，Ｎ－ジエチルプロピレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ジエチルプロピ
レンジアミン又はそれらの混合物から誘導される酸化物である。最も好ましいのは、エチ
レンジアミン、ジエチレントリアミン、トリエチレンテトラミン又はそれらの混合物から
誘導される酸化物である。
【００１４】
　本発明の他の代表的な組成物は、上記の酸化ポリアルコキシル化ポリアミン及び水性環
境において空気を連行する１種もしくはそれより多い空気連行剤を含む。モルタル及びコ
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ンクリートスラリ又はペーストのような水性セメント質環境のために、空気連行剤は高級
トリアルカノールアミン、リグノスルホネート、スルホン化ナフタレンホルムアルデヒド
縮合物、スルホン化メラミンホルムアルデヒド縮合物、オキシアルキレン含有高性能流動
化剤（ｓｕｐｅｒｐｌａｓｔｉｃｉｚｅｒ）、オキシアルキレン含有収縮低減剤又はそれ
らの混合物を含むことができる。
【００１５】
　酸化ポリアルコキシル化ポリアミンを水性環境中に個別に導入することができるが、配
合された混和剤製品中の少なくとも１種の空気連行剤と共にモルタル及びコンクリートの
水性環境中に導入するのがより好ましく、前記製品は前述したようにその成分の有益な相
溶性を有するので、比較的広いｐＨ範囲に及んで（ａｃｒｏｓｓ）、配合された生成物の
輸送、貯蔵又は分配（ｄｉｓｐｅｎｓｉｎｇ）の目的のために有利な安定性を与える。
【００１６】
　本発明はさらに、空気連行剤と一緒にか又はそれなしで上記の酸化ポリアルコキシル化
ポリアミンを含有する水性組成物、ならびに、空気連行剤と一緒にか又はそれなしで上記
の酸化ポリアルコキシル化ポリアミンを用いて水性コーティング、塗料、接着剤、セメン
ト、コンクリートなどのような水性環境を修正するための方法を目的とする。
【００１７】
　本発明のさらなる特徴及び利益を下記に詳細に示す。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　　　　　　　　　　　　　　代表的な態様の詳細な記述
　上記にまとめた通り、本発明の酸化ポリアルコキシル化ポリアミン組成物は、水に基づ
く塗料（例えばポリマー塗料）、プライマー、マスチック、シーラント、接着剤及び他の
水性組成物のような水性組成物中の空気を離行するために有用である。気泡の減少はピン
ホール効果を減少させ、従って例えばコーティング組成物が建築物又は建造物表面上で保
護コーティング層に硬化（ｈａｒｄｅｎｓ　ｏｒ　ｃｕｒｅｓ）する時に、より高い障壁
性に導くことができる。
【００１９】
　本発明の代表的な水性組成物には、水に基づく塗料、例えばアクリル塗料（あるいは他
のポリマー又は樹脂を用いる塗料）が含まれる。それらの比較的広いｐＨ適用範囲（ｐＨ
　ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　ｒａｎｇｅ）を考えると（ｇｉｖｅｎ）、本発明のポリアル
コキシル化ポリアミンオキシド化合物を、例えばセメント及びコンクリート、新鮮な石材
、化粧しっくい、及び、石膏のようなアルカリに対する抵抗性が要求される建築物または
構造物の表面のため、ならびに、（セメントもしくはモルタルを含み得るかこれに接し得
る）レンガ、石、及び、積みブロック（ｍａｓｏｎｒｙ　ｂｌｏｃｋ）上のコーティング
組成物中で用いることができる。
【００２０】
　本発明の代表的なコーティング組成物は、（ｉ）液体水性コーティング組成物として表
面に適用され、乾燥を許されると表面上にコーティングを形成する働きをする結合剤材料
（例えばポリマー又は樹脂）ならびに（ｉｉ）場合により１種もしくはそれより多い空気
連行性添加剤と一緒であることができる本発明の概略で前にまとめた酸化ポリアルコキシ
ル化ポリアミン組成物を含む。代表的なポリマー又は樹脂にはアクリル、ポリウレタン、
ゴム（例えばスチレンブチルゴム）、あるいは、液体水性コーティング組成物として適用
され、乾燥及び／又は硬化を許されると凝集するか、架橋するか、結合するか、及び／又
は別のやり方で表面上に一枚岩的な（ｍｏｎｏｌｉｔｈｉｃ）コーティング層を形成する
他の水分散性材料が含まれ得る。コーティング組成物は、はけ塗り、こて塗り、噴霧、ロ
ール塗り又は他のやり方で適用され得る溶液、ラテックス又はエマルションあるいは他の
流動性もしくは液体で適用される（ｌｉｑｕｉｄ－ａｐｐｌｉｅｄ）形態であることがで
きる。
【００２１】
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　本発明のポリアルコキシル化ポリアミンオキシドは、セメント、モルタル、石材及びコ
ンクリート組成物のような水硬セメント質組成物内の空気を離行するための添加剤（混和
剤）組成物の形態で用いられると、特に有益である。
【００２２】
　本明細書で用いられる「セメント」という用語は、水硬ケイ酸カルシウム及び相互粉砕
添加物（ｉｎｔｅｒｇｒｏｕｎｄ　ａｄｄｉｔｉｖｅ）としての１種もしくはそれより多
い形態の硫酸カルシウム（例えば石膏）から成るクリンカーを粉砕することにより製造さ
れる水硬セメントを含む。「モルタル」は水を用いて形成され、さらに細骨材（例えば砂
）を含むセメントペーストである。「コンクリート」はさらに粗骨材（例えば破砕された
石又は砂利）を含むモルタルである。
【００２３】
　本明細書で用いられる「セメント質」という用語は、セメントを含むかもしくはそれを
構成する（ｃｏｍｐｒｉｓｅ）材料（例えばポルトランドセメント）あるいは他のやり方
で細骨材（例えば砂）、粗骨材（例えば破砕された砂利）又はそれらの混合物を一緒に保
つための結合剤として働く材料を指す。典型的には、ポルトランドセメントは１種もしく
はそれより多い他の補足的セメント質材料（“ＳＣＭｓ”）と組み合わされ、ブレンドと
して与えられる。ＳＣＭｓには石灰石、消石灰、フライアッシュ、高炉水砕スラグ及びシ
リカヒュームあるいはそのようなセメント中に通常含まれる他の材料が含まれ得る。従っ
てセメント質材料は１種もしくはそれより多いＳＣＭｓを好ましくはセメント質材料の合
計乾燥重量に基づいて０％－１００％、より好ましくは１０％－６０％の量で含むことが
できる。
【００２４】
　本明細書で用いられる「水硬」という用語は、水との化学的相互作用により硬化するセ
メント又はセメント質材料を指すものとする。ポルトランドセメントクリンカーは、主に
水硬ケイ酸カルシウムから構成される部分的に融解した塊である。ケイ酸カルシウムは本
質的にケイ酸三カルシウム（３ＣａＯ・ＳｉＯ2　セメント化学者の表記法において“Ｃ
３Ｓ”）及びケイ酸二カルシウム（２ＣａＯ・ＳｉＯ2，“Ｃ２Ｓ”）の混合物であり、
ここで前者が優勢な形態であり、少量のアルミン酸三カルシウム（３ＣａＯ・Ａｌ2Ｏ3，
“Ｃ３Ａ”）及び鉄アルミン酸四カルシウム（４ＣａＯ・Ａｌ2Ｏ3・Ｆｅ2Ｏ3，“Ｃ４Ａ
Ｆ”）を含む。例えばＤｏｄｓｏｎ，Ｖａｎｃｅ　Ｈ．著，Ｃｏｎｃｒｅｔｅ　Ａｄｍｉ
ｘｔｕｒｅｓ（Ｖａｎ　Ｎｏｓｔｒａｎｄ　Ｒｅｉｎｈｏｌｄ，Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ　ＮＹ
　１９９０），ｐａｇｅ　１を参照されたい。
【００２５】
　本発明の種々の態様において、ポリアルコキシル化ポリアミンオキシドを水性組成物中
の脱泡剤として用いることができる。
【００２６】
　代表的な態様は、水硬セメント質組成物を修正するための添加剤又は混和剤に関し、こ
こで添加剤は少なくとも１種の空気連行剤及びポリアルコキシル化ポリアミンオキシドを
含む。空気連行剤の例には高級トリアルカノールアミン、リグノスルホネート、ナフタレ
ンスルホネート、メラミンスルホネート、オキシアルキレン含有高性能流動化剤、オキシ
アルキレン含有収縮低減剤又はそれらの混合物が含まれる。「添加剤」という用語は本明
細書で、セメント製造プラントにおいて加えられる添加剤を記述するため、ならびにまた
セメントモルタル、コンクリート又は他のセメント質材料の製造のために用いられるセメ
ント、水及び場合による骨材に加えられる「混和剤」を記述するために用いられるであろ
う。好ましくは、添加剤組成物は液体形態で分配され得る（例えばポンプで計量される）
水性の液体である。
【００２７】
　本明細書で用いられる「高級トリアルカノールアミン」という用語は、少なくとも１個
のＣ３－Ｃ５ヒドロキシアルキル、そしてより好ましくは少なくとも１個のＣ３－Ｃ４ヒ
ドロキシアルキル基を中に有するトリ（ヒドロキシアルキル）アミンである第３級アミン
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化合物を指すであろう。第３級アミンの残りの（もしあれば）ヒドロキシアルキル基はＣ
１－Ｃ２ヒドロキシアルキル基（好ましくはＣ２ヒドロキシアルキル）から選ばれること
ができる。そのような化合物の例にはヒドロキシエチルジ（ヒドロキシプロピル）アミン
、ヒドロキシプロピルジ（ヒドロキシエチル）アミン、トリ（ヒドロキシプロピル）アミ
ン、ヒドロキシエチルジ（ヒドロキシ－ｎ－ブチル）アミン、トリ（２－ヒドロキシブチ
ル）アミン、ヒドロキシブチルジ（ヒドロキシプロピル）アミンなどが含まれる。好まし
い高級トリアルカノールアミンはトリイソプロパノールアミン（“ＴＩＰＡ”）、Ｎ，Ｎ
－ビス（２－ヒドロキシエチル）－Ｎ－（２－ヒドロキシプロピル）アミン（“ＤＥＩＰ
Ａ”）、Ｎ，Ｎ－ビス（２－ヒドロキシプロピル）－Ｎ－（ヒドロキシエチル）アミン（
“ＥＤＩＰＡ”）及びトリ（２－ヒドロキシブチル）アミンである。そのような高級トリ
アルカノールアミンの混合物を用いることができ、これら又はこれらの組み合わせのいず
れもトリエタノールアミン（ＴＥＡ）、ジエタノールアミン（ＤＥＡ）、モノエタノール
アミン又はこれらの混合物の１つもしくはそれより多くと一緒に用いることができる。ポ
ルトランドセメント又はブレンドされたセメントのための磨砕添加剤（ｇｒｉｎｄｉｎｇ
　ａｄｄｉｔｉｖｅ）として用いられる場合、高級トリアルカノールアミンをセメントの
重量に基づいて最高で２％、好ましくは最高で０．１％、そして最も好ましくは０．００
５％－０．０３％の量で加えることができる。特にＴＩＰＡは後期強度増強剤（ｌａｔｅ
　ｓｔｒｅｎｇｔｈ　ｅｎｈａｎｃｅｒ）としての使用に関して既知である。
【００２８】
　「リグノスルホネート」、「ナフタレンスルホネート」、「メラミンスルホネート」及
び「オキシアルキレン含有高性能流動化剤」という用語は本明細書で、空気を連行するこ
とが既知の減水剤（“ＷＲＡ”）を指すために用いられる。「リグノスルホネート」ＷＲ
Ａには、リグノスルホン酸のアルカリ金属もしくはアルカリ土類（ａｌｋａｌｉｎｅ　ｅ
ａｒｔｈ）塩、例えば通常用いられるＷＲＡであるリグノスルホン酸カルシウムが含まれ
る。「ナフタレンスルホネート」ＷＲＡにはスルホン化ナフタレン－ホルムアルデヒド縮
合物のアルカリ金属塩が含まれ；「メラミンスルホネート」ＷＲＡにはスルホン化メラミ
ン－ホルムアルデヒド縮合物のアルカリ金属塩が含まれる。
【００２９】
　塩の形態における化合物への言及は、それらの酸の形態への言及を含み、その逆もあり
得ると理解することができ、それは、酸及び塩の両方の形態が水性環境中に共存できるこ
とがあり得るからである。類似して、アミンの形態における化合物への言及はそれらのア
ンモニウム形態への言及を含むと理解することができ、それらの逆もあり得ることも理解
することができる。
【００３０】
　「オキシアルキレン含有高性能流動化剤」という用語は、典型的には側鎖ポリオキシア
ルキレン基が結合したポリカルボン酸又は部分エステルから成る櫛形ポリマーである減水
剤を指す。そのようなオキシアルキレン基にはエチレンオキシド（ＥＯ）、プロピレンオ
キシド（ＰＯ）及びブチレンオキシド（ＢＯ）が含まれる。そのようなオキシアルキレン
含有高性能流動化剤は、セメント及びコンクリート産業において通常用いられるもののい
ずれかであろう。例えば炭素含有主鎖を有し、それにアミド、イミド、エステル及び／又
はエーテル結合を介してポリオキシアルキレン基が結合している櫛形ポリマーである高分
子高性能流動化剤が本発明における使用のために意図されている。オキシアルキレン含有
高性能流動化剤の他の例にはアクリル酸又はメタクリル酸、及び、アクリル酸又はメタク
リル酸とポリアルキレングリコールモノメチルエーテルとの反応生成物のコポリマーが含
まれる。オキシアルキレン含有高性能流動化剤のさらなる例には、アクリル酸又はメタク
リル酸とＣ３からＣ２０の典型的なアルコール鎖長を有するポリアルコキシル化アルコー
ルとのコポリマーが含まれる。
【００３１】
　一般に、セメント組成物に加えられるべき本発明で用いられる空気連行性減水剤（ＷＲ
Ａ）の量は、セメント又はセメント質組成物の合計重量に基づいて少なくとも約０．００
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５重量パーセントの量内、そして通常は０．００５－約５重量パーセントの範囲内、そし
て好ましくは０．０３重量パーセント－約１重量パーセントの範囲内であろう。
【００３２】
　前にまとめた通り、本発明の代表的な組成物は、少なくとも１種の酸化剤と、少なくと
も１種のポリアルコキシル化ポリアルキレンポリアミン、少なくとも１種のポリアルコキ
シル化ポリエチレンイミン又はそれらの混合物を含んでなる化合物の反応生成物を含み；
少なくとも１種のポリアルコキシル化ポリアルキレンポリアミンは構造式Ａ
【００３３】
【化３】

【００３４】
により示され、そして少なくとも１種のポリアルコキシル化ポリエチレンイミンは構造式
Ｂ
【００３５】
【化４】

【００３６】
により示され、式中Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6及びＲ7はそれぞれ個別に水素、Ｃ1－
Ｃ6アルキル基、－ＣＨ2－ＯＨ基又は－（ＡＯ）x－Ｒ8基を示し；ＡＯはエチレンオキシ
ド（“ＥＯ”）、プロピレンオキシド（“ＰＯ”）、ブチレンオキシド（“ＢＯ”）又は
それらの混合物から選ばれるアルキレンオキシド基を示し、ここでＡＯ中の他のアルキレ
ンオキシドに対するＥＯの相対的なモル量は合計のゼロパーセントから５０パーセント未
満であり；ｎは０－２０の整数を示し；ｘは１－１００の整数を示し；ＥＯ及びＰＯ基の
数の合計は２５を超え；Ｒ8は水素又はＣ1－Ｃ6アルキル基を示し；－（ＥＩ）y－は直鎖
又は分枝鎖構造における繰り返しエチレンイミン単位を示し；ｙは５－１００の整数を示
し；そして繰り返しエチレンイミン単位当たりの－（ＡＯ）x－鎖の相対的な数は０．１
－１．０である。
【００３７】
　上記のポリアルコキシル化ポリアミンの酸化から生成する本発明の代表的な反応生成物
は、長さにおいて６個の炭素を超える直鎖状もしくは分枝鎖状アルキル基を含有しないの
が好ましく、それは、高級アルキル基が疎水性脂肪基を形成する傾向があり、それは反応
生成物化合物が導入される水性環境内で洗剤のように気泡を捕獲する傾向があるからであ
る。かくして少なくとも１種の酸化剤と少なくとも１種のポリアルコキシル化ポリアルキ
レンポリアミン、少なくとも１種のポリアルコキシル化ポリエチレンイミン又はそれらの
混合物を含んでなる化合物の反応生成物は、好ましくは６個より多い炭素原子を有する直
鎖状もしくは分枝鎖状アルキル基を含まず、より好ましくは４個より多い炭素原子を有す
る直鎖状もしくは分枝鎖状アルキル基を含まない。
【００３８】
　本発明における使用に適した代表的な酸化剤には過酸化水素、ペルオキシ酸、例えば過
ギ酸、過酢酸、過安息香酸、クロロペルオキシ安息香酸、モノペルフタル酸（ｍｏｎｏｐ
ｅｒｐｈｔｈａｌｉｃ　ａｃｉｄ）、過硫酸、酸素分子及びオゾンが含まれるが、これら
に限られない。
【００３９】
　第３級アミン脱泡剤の最適酸化度は、特定の用途に依存して、及び出発ポリアルコキシ
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ル化ポリアミン材料の分子量及び化学構造に依存して変わるであろうが、好ましくは第３
級アミン基の１０モルパーセント－１００モルパーセントがアミンオキシド基に酸化され
るべきであり、より好ましくは第３級アミン基の２０モルパーセント－１００モルパーセ
ントがアミンオキシド基に酸化されるべきである。
【００４０】
　好ましい代表的な態様において、脱泡剤はポリアルコキシル化ポリアルキレンポリアミ
ンの酸化により製造される。本発明における使用に適した代表的なポリアルキレンポリア
ミンにはエチレンジアミン、ジエチレントリアミン、トリエチレンテトラミン、テトラエ
チレンペンタミン、ペンタエチレンヘキサミン、プロピレンジアミン、ジプロピレントリ
アミン、トリプロピレンテトラミン、テトラプロピレンペンタミン、ペンタプロピレンヘ
キサミン、Ｎ，Ｎ－ジメチルエチレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ジメチルエチレンジアミン、
Ｎ，Ｎ－ジメチルプロピレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ジメチルプロピレンジアミン、Ｎ，Ｎ
－ジエチルエチレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ジエチルエチレンジアミン、Ｎ，Ｎ－ジエチル
プロピレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ジエチルプロピレンジアミンが含まれるが、これらに限
られない。これらのポリアルキレンポリアミンの中でより好ましいのはエチレンジアミン
、ジエチレントリアミン、トリエチレンテトラミン又はそれらの混合物であり、最も好ま
しいのはジエチレントリアミンである。
【００４１】
　他の代表的な態様において、ポリアルコキシル化はポリアルキレンポリアミンをエチレ
ンオキシド、プロピレンオキシド又は高級アルキレンオキシドと反応させることにより行
われる。さらに別の代表的な態様において、ポリアルキレンポリアミンをエチレンオキシ
ド及びプロピレンオキシド及び／又はブチレンオキシドと反応させることによりそれをア
ルコキシル化することができ、ここでプロピレンオキシド基及び／又はブチレンオキシド
基のエチレンオキシド基に対するモル比は１より大きく；且つここでＥＯ及びＰＯ基の数
の合計は２５を超える。別の好ましい態様において、エチレンオキシド基の量はポリエー
テルの合計重量に基づいて０％－４０％の範囲内であり、プロピレンオキシド基及び／又
はブチレンオキシド基の量はポリエーテルの合計重量に基づいて６０％－１００％の範囲
内である。
【００４２】
　さらなる代表的な態様において、成分Ａの酸化ポリアルコキシル化ポリアルキレンポリ
アミン脱泡剤は５００－７，０００の数平均分子量を有する。より好ましくは、数平均分
子量は１，０００－６，０００であり；そして最も好ましくは数平均分子量は２，０００
－４，０００である。
【００４３】
　さらなる代表的な態様において、脱泡剤はポリアルコキシル化ポリエチレンイミンの酸
化により製造される。ポリエチレンイミン又はポリアジリジンは直鎖状及び／又は分枝鎖
状化学構造を有することができ、４００－５，０００の範囲内の数平均分子量を有する。
【００４４】
　さらなる代表的な態様において、成分Ｂの酸化ポリアルコキシル化ポリエチレンイミン
脱泡剤は１，０００－１５，０００の数平均分子量を有する。より好ましくは、数平均分
子量は２，０００－１０，０００であり；そして最も好ましくは数平均分子量は３，００
０－７，０００である。
【００４５】
　本発明の代表的な態様において、上記の通り反応生成物として得られるポリアルコキシ
ル化ポリアミンオキシド脱泡剤を個別に水性環境、例えば塗料、コーティング組成物ある
いは水硬セメント質組成物、例えばモルタル又はコンクリート中に個別に又は空気連行性
材料と組み合わせて導入することができる。
【００４６】
　限られた数の態様を用いて本発明を明細書に記述するが、これらの特定の態様は他のや
り方で本明細書に記載され且つ特許請求される本発明の範囲を制限することを意図してい
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本発明の態様の特定の例として下記の実施例を示す。本発明は実施例中に示される特定の
詳細に制限されないことが理解されるべきである。
【実施例１】
【００４７】
　　　　　　　　　　　　　　（アミンオキシドの合成）
　２，５５０の数－平均分子量（Ｍn）を有するポリプロポキシル化ジエチレントリアミ
ン（１００ｇ，０．０３９モル）、ｎ－プロパノール（５０ｍｌ）及び酢酸（０．２ｇ）
を反応容器に加えた。混合物を撹拌しながら５０℃に加熱し、次いで３０重量％の過酸化
水素水溶液（４．５４ｇ，０．０４モル）を５０－５５℃において４０分間かけて混合物
中に滴下した。過酸化水素滴下の後、混合物を撹拌しながら６０－６５℃に１８時間保っ
た。回転蒸発器を用いてｎ－プロパノール溶媒を除去することにより、得られるアミンオ
キシド生成物（試料ＡＯ１）を集めた。
【００４８】
　過酸化水素の量を増加させて類似のやり方でアミンオキシド試料ＡＯ２及びＡＯ３を合
成した（表１）。
【００４９】
【表１】

【実施例２】
【００５０】
　　　　　　　　　　　　　　　（調製物の安定性）
　この実施例において、ポリカルボキシレートエーテル分散剤を含有する低ｐＨ混合剤中
における種々の脱泡剤添加剤の安定性を評価した。表２中の配合表に従って脱泡剤を含有
する混合剤を調製した。水（３２．９ｇ）、試料ＡＯ１（０．４０ｇ）及び６０％ポリカ
ルボキシレート分散剤水溶液（６６．７ｇ）を撹拌下でビーカー中に加え、次いで混合物
が均一になるまでそれを撹拌した。酢酸を用いてこの混合物のｐＨを３．５－４．０に調
整した。混合物の安定性を３０日間又は相分離が起こるまで視覚により監視しながら、そ
れを５０ｍｌのシリンダー中で２５℃及び５０℃の両方のオーブン中に保った。
【００５１】
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【表２】

【００５２】
　表２から、アミンオキシド脱泡剤添加剤ＡＯ１、ＡＯ２及びＡＯ３は酸性条件下でそれ
らの出発アミン材料と共に混合剤中で等しく安定であることが明らかである。
【実施例３】
【００５３】
　　　　　　　　　　　　　　　（調製物の安定性）
　この実施例において、ポリカルボキシレートエーテル分散剤を含有する中性ｐＨ混合剤
中における種々の脱泡剤添加剤の安定性を評価した。表３中の配合表に従って脱泡剤を含
有する混合剤を調製した。水（１９．６ｇ）、試料ＡＯ１（０．４０ｇ）及び５０％ポリ
カルボキシレートエーテル分散剤水溶液（８０ｇ）を撹拌下でビーカー中に加え、次いで
混合物が均一になるまでそれを撹拌した。得られる混合物は６．２５－７．０のｐＨ値を
有する。混合剤を５０ｍｌのシリンダー中で２５℃及び５０℃のオーブン中に保ち、それ
らの安定性を３０日に及んで又は相分離が起こるまで視覚により監視した。
【００５４】

【表３】

【００５５】
　表３において証明される通り、中性のｐＨ条件下でアミンオキシド脱泡剤添加剤は、そ
れらの出発アミン材料と比較して混合剤中でより安定である。
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【実施例４】
【００５６】
　　　　　　　　　　　　　　　（調製物の安定性）
　この実施例において、ポリカルボキシレートエーテル分散剤及び硬化加速剤を含有する
高ｐＨ混合剤中における種々の脱泡剤添加剤の安定性を評価した。表４中の配合表に従っ
て混合剤を調製した。水（７６．１ｇ）、６０％ポリカルボキシレートエーテル分散剤水
溶液（１３．３ｇ）及び水酸化ナトリウム（０．４ｇ）を撹拌下でビーカー中に加えた。
十分に混合した後、得られる混合物は８より高いｐＨを有する。次いで亜硝酸カルシウム
（５．６ｇ，３２％溶液）、チオシアン酸ナトリウム（４．０ｇ，５０％溶液）及び試料
ＡＯ１（０．２ｇ）を混合剤中に加え、それが均一になるまで撹拌した。水酸化ナトリウ
ムを用いて最終的な混合剤溶液のｐＨを８．５－９．５に調整した。混合剤を５０ｍｌの
シリンダー中で２５℃及び５０℃のオーブン中に保ち、それらの安定性を３０日に及んで
又は相分離が起こるまで視覚により監視した。
【００５７】

【表４】

【００５８】
　表４における結果は、本発明のアミンオキシド脱泡剤添加剤を含有する混合剤がアルカ
リ性条件下で、出発アミン脱泡剤を含有する混合剤におけるよりずっと安定であることを
明白に示す。
【実施例５】
【００５９】
　　　　　　　　　　　　　　　（モルタル空気試験）
　この実施例で、作業性及び空気含有量に関する標準的なモルタル試験において種々のア
ミンオキシドの脱泡有効性を評価し、ＡＳＴＭ　Ｃ１８５－０２標準に従ってモルタル空
気含有量を測定した。モルタルの組成は以下の通りであった：セメント（５４０ｇ）、砂
（１４００ｇ）、ポリカルボキシレート分散剤（０．９ｇ，６０重量％）、脱泡剤添加剤
（０．０１１ｇ）及び水（２２５ｇ）。
【００６０】
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【表５】

【００６１】
　表５においてエントリー１５、１６及び１７をエントリー１３と比較することにより、
特許請求されるアミンオキシド脱泡剤である試料ＡＯ１～ＡＯ３がモルタル中の空気含有
量を低下させるのに有効であることが明らかであった。対照的に、表５のエントリー１８
におけるジメチルテトラデシルアミンオキシドは脱泡能力を有していなかった；それはモ
ルタルの空気含有量を増加させた。
【実施例６】
【００６２】
　　　　　　　　　　　　　　（コンクリート空気試験）
　この実施例において、コンクリート中でポリプロポキシル化ジエチレントリアミン出発
材料に対して種々のアミンオキシドの脱泡有効性を評価した。以下の組成に従ってコンク
リート混合を行った：通常のポルトランドセメント、１１．７ｋｇ；水、４．４８ｋｇ；
粗骨材、２９．１ｋｇ；細骨材、２５．１ｋｇ；ポリカルボキシレートエーテル分散剤（
６０重量％溶液）、１７ｇ；市販の空気－連行剤ＤＡＲＡＶＡＩＲ（登録商標）　１００
０、１．２ｇ；及び挙げられるアミンオキシド添加剤又はアミン添加剤。ＡＳＴＭ　Ｃ２
３１－９７に従って空気含有量を測定した。結果を表６にまとめる。
【００６３】
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【表６】

【００６４】
　表６中のデータは、本発明のアミンオキシド（エントリー２１及び２２）がコンクリー
ト中の空気含有量を減少させるのに有効な脱泡剤であることを明らかに示す（エントリー
１９と比較して）。
【００６５】
　前記の実施例及び態様は、例示目的のみのために示され、本発明の範囲を制限すること
は意図されていない。
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